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１ 

はじめに                        

館長 重信幸彦 

 

本年報は、北九州市平和のまちミュージアム（以下「当館」という）の、２０２３年度の事業の

記録です。公表が、だいぶ遅れてしまったことを、お詫び申し上げます。 

 

開館二年目の２０２３年度における、大きな出来事は、６月に当館の常設展示が日本展示学

会の「日本展示学会賞」に選ばれたことです。同学会は、人文系から自然史、動植物などあら

ゆる分野の博物館展示に関する学術研究団体です。当館の常設展示のテーマ設定や構成、映

像音響機器の使用が優れており、「単に戦争被害を記憶する施設にとどまらない奥行き」ある

展示であると評価していただきました。 

北九州という地域の近現代のなかに戦争の時代を埋め込んで語る地域史のミュージアムと

して、この受賞は力強い後押しであると、素直に喜んでいます。戦争は、人間が生み出す巨大

な負のプロジェクトであり、そのすべてを語りつくすことは、できません。もちろん、あれが触

れられていない・・・、これが不十分だ・・・といったご指摘をいただくことも事実です。しかし私

たちは、敢えて地域史のミュージアムとして、この戦争の経験を「日本」という大きな主語を通

してではなく、地域の暮らしの等身大の歴史から描き出していくことを選択しました。それで

も、そこにはまだまだ付け加え、充実させていきたいことも少なくなく、今後、企画展などを

通して、より厚みを加えていく所存です。 

 

そして、改めて、ミュージアムとしていかに多くのかたに関心を持っていただくかを考えさ

せられました。目下、北九州市内の小学校六年生のほとんどが、ミュージアムに来て学んでく

れています。日々その対応に追われているのですが、一方で、もっと広く生徒たち以外の市民

の皆様、さらには市外、県外のかたにも、このミュージアムを知っていただき、足を運んでいた

だかねば、私たちの存在意義がなくなってしまうのではないか、と危機感を抱いています。戦

争とは何か、平和がいかに大切か、重要なことをうったえているのだから、学びたい人は来て

下さるだろうと、ただ座して待つのではなく、より多くの方に興味と関心を持っていただける

よう、積極的に発信していかねばなりません。 

それまで知らなかったことを知る、刺激を受けて知っているつもりだったことを改めて考え

る、来館者の知ることへの欲求に働きかけることができるよう、企画展や講演等のイベントを、

いっそう工夫して作り上げていきたいと思います。 

 

展示学会賞をいただいた常設展示を資源として、ますます北九州市にとってなくてはなら

ないと、市民の皆さまに思っていただける施設に成長させていこうと、スタッフ一同、決意を

新たにした一年でした。 

 

 

 

 


